
 

 
   

第６８号 ２０２４年２月２９日 発行責任者 奥田 妙子 
 
 

        ご あ い さ つ 
 

 一月は行く、二月は逃げる、三月は去る、とも言われます

が、2024 年の幕が開け早くも桜の開花が待ち遠しいころと

なりました。地域の皆様並びに関係団体の皆様には、平素か

ら中里北部地区社会福祉協議会の事業運営に、多大なるご支

援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 年明け元日に、能登半島地震が発生いたしました。一日も

早い復興と平穏な日々となりますようお祈りするとともに、

災害は他人ごとでありません。 

 『誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けていくため

に』、住民同士のつながりを今一度見直し、支え合い助け合え

るよう、地域福祉の充実に、少しでも力になれますよう取り

組んでいきたいと思います。 

 私自身、奥田会長のもと、今年度副会長を引き受けさせていただき、まだまだ日々勉強中でご

ざいます。新型コロナウィルス感染症は昨年 5 類に移行し、関係機関や各団体の皆様のご協力

で活動が再開されてきております。コロナ後の行事再開には、様々な課題もありますが、この機

会に見直しもしながら、引き続き地域の皆さまのご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

 
 

    赤い羽根共同募金・年末助け合い募金 
 

 ２０２３年の赤い羽根共同募金・年末

助け合い募金には、中里北部地区の皆様

の心温まる善意の募金を賜り､心より厚

くお礼申し上げます。 

 特に、各町内会･自治会役員の皆様には、

ご尽力いただきました事を深く感謝申し

上げます。 

 おかげ様で右記のとおり多額の募金を

頂戴いたしました事は､皆様の社会福祉

に対する深いご理解とご協力の賜物と思

います。 

 ご協力ありがとうございました。 
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副会長   福島由香子 

2024/02/13現在

　　町内会名 予定世帯数
赤い羽根
     共同募金

年末たすけあい
              募金

 たちばな台町内会 1,178 312,170 235,600
 たちばな台西自治会 305 81,090 61,200
 鴨志田町内会 1,093 230,000 230,000
 鴨志田緑自治会 330 34,700 100,300
 グリーンヒル鴨志田
　　　東団地自治会

143 24,700 21,888
 グリーンヒル鴨志田
　　　西団地自治会

619 61,300 61,300
 横浜市営鴨志田
　　　　住宅自治会

93 19,600 19,600
 寺家町内会 87 23,055 39,900
　合    計 3,848 786,615 769,788



 ＜見守り部＞           秦 睦子 

 青葉ふれあい見守り事業地区連絡会（１０月２４日）が行わ

れました。青葉区では高齢者が安心して暮らし続けることを目

的に、地域での高齢者の見守り活動を行っています。 

 地域の民生委員や保健活動推進委員、友愛活動員、ケアプラ

ザ、ちょこボラ、町内会などを中心として見守りをしています。 

毎年、関係者による日頃の活動について意見交換会を行い、相互に

協力しながらより良い見守りができることを目指しています。 

 コロナが５類になった今年は、従来のように関係者が一堂に

会して連絡会を開催することができました。高齢化してきた中

里北部地区では、今後も関係機関が連携して、見守り活動を強

化していくことが必要だと再確認しました。 

 

 ＜青少年部＞ 
 

  ウォークラリー          川上 浩一 
 １１月５日に実施されたウォークラリーは、大きなサイコロを振っ

て、スタートの目が出ないと出発できないという、試練が待っていた。 

 今年のテーマは「JIKE ダンジョン大冒険」。４つのダンジョンにあ

るクエストをクリアすると、金貨や宝石をゲットできるという、子ど

も達にも魅力あるウォークラリーだ。緑小学校を出発し、およそ４km

のルートを、森の中に入り、時には山を登り、寺家ふるさと村一帯を

歩いていく。こんな場所があったのか！こんな自然があったのか！と、新しい発見ができるのも、

このウォークラリーの魅力である。 

 子ども達は嬉々としてクエストに挑戦する姿。日頃、歩き慣れていない大人達は、ゴールまで

たどり着いて、ホッとしている姿。友達同士、家族同士、参加者それぞれが、思い思いに楽しむ

姿が印象的だった。ウォークラリーを通じて寺家ふるさと村の素晴らしさを体感し、歩くことの

楽しさを実感できたと思う。 

 
  紙ひこうき大会            榎本 隆子 
 １月２１日、青少年指導員・スポーツ推進委員の主催により、未就学児から

小学生・大人７０名ほど集まり開催されました。今回はあいにく雨のため、鴨

志田第一小学校体育館で行われました。 

 事前に配布された紙ひこうきの用紙を、印刷した線に沿って切り取り、組み

立てるのですが、各自それぞれ工夫し折り曲げたりして、自分の紙ひこうきに

仕上げます。 

 一人 3 回ずつ飛ばし飛行時間を競い合いました。１回目よりは２回目、２回目よりは３回目

と、段々うまく飛ぶようになりました。場所が体育館の為、せっかく高く飛んだ紙ひこうきが

２階の踊り場や体育館の壁にぶつかったりと残念な場面も多く見られました。 

 今回の最高飛行記録は、８．８４秒でしたが、２位・３位はお父さんと息子さんで、二人の

差は、わずか０．６秒位でしたから親子で競争してみるのも楽しいですね！ 
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＜すこやか食事部＞     岡田 みどり 

 １月２６日(金)鴨志田地域ケアプラザにて、今年最初の

「すこやかお食事会」が開催されました。毎回、松花堂弁当

にお吸い物、デザートを作って下さるのは、ボランティアグ

ループ「トゥギャザー」の皆さん 4 名。季節感を大切にし

て材料を吟味し、前日から参加者の口に合うかどうか味見を

しながら一生懸命作ってくださいます。お味はもちろん、見

た目も美しく、いつも参加者の皆さんは大満足です。 

 この日は鴨志田北地区より 19 名の参加者がありました。

食事前には、ビンゴゲームでちょっとした脳トレに挑戦。 

また食後には、クラシックやジャズのピアノ演奏を聴き、皆

で懐かしい歌も歌ってあっという間の楽しい２時間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ふれあい部＞ 
 

  日帰りバス旅行                        正路 薫 

 

 １１月２８日(火曜日)大型バス 1 台(４９名)で晴天に恵まれ、小金井公園の紅葉と江戸東京

たてもの園を見学しました。昔ながらの銭湯もありました。車窓ではイチョウ並木の黄金の輝

きに感動し、多摩御稜では大正、昭和の天皇皇后墓所を巡り、読売ランドのイルミネーション

を見てうっとり。楽しい一日が終わりました。次回も乞うご期待下さい! 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

初回の平成５年からお食事を作

っているトゥギャザーの皆さん。 

今年で３０周年を迎えます。 



  子育てふれあい広場        森田 文子 

コロナが 5 類感染症に移行し日常生活の行動制限が無くなった事で広

場にも活気が戻ってきました。令和５年１２月２０日に開催された広場

には 4 年ぶりにサンタさんが登場してくれました。 

子どもたちは目の前のサンタさんに興味津々、自ら近づいてコミュニケ

ーションを取る姿にみんなが笑顔になりました。サンタさんからお菓子

のプレゼントを受け取ったり、一緒に写真を撮ったりと楽しいひととき

を過ごしました。また“お菓子釣りゲーム”や“あっち向いてホイゲー

ム”などで大いに盛り上がりました。 
 

２０２４(令和 6)年度からは 

   第一水曜日の午前開催に変更となります 

☆令和 6 年度開催予定日 

4/3 兜飾り製作    19/4 企画検討中     2025/1/8 企画検討中 

5/1 企画検討中    10/2 ハロウィンを楽しもう 2025/2/5 企画検討中 

6/5 絵本を楽しもう    11/6 クリスマス飾り製作 2025/3/5 企画検討中 

7/3 企画検討中    12/4 クリスマス会 

☆開催時間  10 時～11 時 30 分 

☆開催場所  鴨志田コミュニティハウス 

  いろいろと楽しい企画を考えています。憩いの場、友だち作りの場、 

  情報交換の場としてぜひご活用ください。 
 

 

 

 

  おめでとうございます！ 

  地域福祉の推進で表彰されました。 

 

 11 月 16 日に開催された第 29 回青葉区社会福祉大会に 

おいて、中里北部地区社会福祉協議会事務局長として長年活 

躍された、高松  正さんが表彰されました。 
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          編集後記 
 

＊ 社協だより 68 号を制作するにあたり、関わっていただいた皆様に心より感謝します。 

＊ 災害はいつ来るか分かりません。元旦に地震があるとは思ってもみませんでした。 

  一日も早く復興することを祈っています。 

＊ 昨年は世界一周の船旅で欧米の公園がきれいなのに感心しました。公園の整備を行って 

  いる人は高齢者で日本のシルバー人材センターの人の様に見えました。 

  簡単な仕事は元気な高齢者が行い年金以外の収入を得るのはよさそうに思いました。 
 

広報部長：高山好主   編集委員：小暮定則  坂上正一  篠原秀子  榎本隆子 


